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E トウガン・パラノフスキー (1) 
わた〈しは前稿第 1節においてナロードニキの pv7資本主義論の総括的代
表作としてダ三エリソ γ 「改革後のわが国の社会経済概要J (1893)をとりあ
げ， (1) 1861年改革の性格規定， (畠)資本主義の概念 ゆ)改革後のロジア経済
と原蓄， (，封工業資本主義と農民経済， (劫市場論(市場理論とロ、ンア市場論)，












化自体を分析してはいない。 oマ)については，ダニエリソソが，現在のロ γ ア







しかるに， トヮガンはストノレーヴェに欠けているその 2つの論点を I過去
および現在におけるロシアの工場，第 1巻J(PyCCK組中a6pHK3B rrpo皿J[OM班










ストルーヴェが「ロジアの 批判的覚え書」を書いた 1894年に， トゥカ会
γは「現代イギリスにおける産業恐慌J!)壱書いた。ストノレーヴヱの労作が，史
観からロ、ンア経済の現状にいたるすべての問題にわたって，逐条的にナロード
2) わた〈しはB.Minzes訳の著者校閲ドノツ語眠 M. Tugan-Baranowsky， Geschichte 




働者の現状をj 地帯別および部門別に研究する予定であった (Ibid.，S. 3)が，第2巻は完成さ
れずにおわった。
.3) IIpOl1IJmne四田町田盟国 B cODpeMemro量AHrllHH.lIX 町四国hlH BJI山町e四 Hapo}l;HyIO
嵐曲目， 1894，原奥未見。独訳 M.Tugan-Baranowsky， Studien zur Geschichte der Han 
delskrise旬開 England，1901， と仏訳， M. Tou氏自トBaranowsky，Les crises industnelles 
，n A勿gleterre，1913があり J 鍵本訳「英国恐慌史論Jは仏訳からの訳である。独訳と仏訳は相
当の相違があり，章別構成も異っている。























志。しかし，ヴォロンツォフ，ダユエリソ γ，九トノレーヴェ， レーュ yの労作
4) Vgl. M. Tugan-Baranowsky， Studi.en zur Theorie und Geschichte der Hanclelskris帥



























6) M. Tugan-Baranowsky， Gesckicht.e derグ““包schenFabrik， S.2 トウガシはとれよりさき，
ナロ ドニキとの聞の史観論争〔ロシア資本主義掛争の一環)に加わってj 論文「歴史における
極構的要因の意義」“3H8;qe:田 e臨 OHOMlJ1:IeCRoro骨a.B.TopaB 耳目Op皿， MHp Bo置E量.No 






7) Tugan-Baranowsky. Geschichte derのωsischenFabrik. 55. 19. 20 
















8) lbid.. 55. 47-50. 
9) Ibid.. S. 402宜
10) Ibid.， s.438 f とくに S.454 f 
11) 第1篇は 改革期の直前のロシアにおける工業の晃展. ， 賃労働工場. ， 世襲工場と
農奴使用工場， . 農奴使用工場における労働者騒擾， ，ι 改革前期の工場立法，胃 労賃. '. 
工場とクスターリ，百 工場k対する社会と文献の態度 の8章にわかれ，第2篇は 最近










































ることも， きわめて困難でlあった。 したがョて ， 唯一の出口は農奴の強制労働であった」
(Ibid.， SS. 26-27)。本主の叙述から知られるように， トりガンは「工場」という語色比較的多ー
人数を集結させる作業場ぐらいの意味で用い， r資本論」でいう「工場」をどくに「近代的工場J
あるし、は「資本主義工場』と呼んでいる。
14) lbia.. S8. 61， 62 



























15) Ib山1.，55. 117， 118 


















設についても云u、(Vgl.ibid.， 55. 10.15)，また別の機会には， 1890午代ロジアについてもb、っ
ている。 rロシアは現物経済の固ではな〈て，商業資本主義の国である。 われわれは経済的
進歩，ヨリ高次の睦商形態へのロジアの移行，商業資本主義の産業資本主義への転ヒ看守支持する」
(“ K Bonpocy 0町田田区回出血日，o直IJXIW君"， HOBOe CXOBO， No. 12， 1897; ]. Kinder~ 









られるJ(Tugan， op. cit.， S.117， 119)と述べているととによって知られる。「ロシアの工場」
はむ:11)で記Lたように.61年改革を境iとして前後両篇にわけられているが，内容に勺いていう
と.61年改革のログア資本主義に対する意義は比較的軽くみて.むiしろ61年改革前に自然生的に
進行していた経済過程をもっぱら重んじて~， O D 注 6)，27)を参照。
17) M. Tugan-Baranowsky， Geschichte dev叩 ssischenFab円 k，s. 254ゲォロンツォァ説の実
註的批判は Ibid.，55. 255-266 


















⑧ ロγ7帝国(フィソヲ γ ドをのぞく)において消費された外国産の綿総量




の 6項目についての 1860-96年の期聞の年毎の時系子品Tある。 付図はこの表
を折線グラフにあらわしたものであるが，表と付図とはすこし違勺ていて，付
i図では②が省かれてそのかわりに，
18) Ibid.， S.378付図は独訳版では巻末，ロシア語第7阪では CTp.255 






























1890年代論争にあらわれたロシア資本主義論の類型 (2) (341) 39 
みられる」しかも「その変動は，他の資本主義諸国の工業と同じように，周期
的反復という性格を帯びている」叫と bづ。
つぎに，⑦のイギリ λ の輸出価額の変動をみると，ロ V アの工場労働者数の
変動との問に，上昇と下降の昆事な時間的一致が認められる。 1イギザスの輸





















20) Ibili.， S.386 
















て規定されていること， したがって，ロ V ア経済の再生産構造がまったく資本
主義的な性格になってLまっていることを，論証しえたと考えた2ヘ トヮガγ
22) lbid.. S. 387 
23) Ibia.， S. 390 













































26) Vgl. Studien zur Theorie und Geschichte det' Handelsk内senin E錨gt，泊d，'55. 149-152， 
135-173. (邦訳， 141-145， 172ベー シ)を参照。
27) ストルーヴェがロシア資本主義の未成熟性をj トウガンがその成熟性を強調したのは!ストル










それによると， 1865年の 38万 l千人に対して， 1890年は 72万人であって，














28) Gesckichte dBr町四"h帥 Fabrik，55.378，379-381 Anm.. 414-4-29工場労働者数の算定。
ポイントは「工場」の規定にある。トクガンは16人以上使用または年生産価額L000ポンド以上
のものを fI場Jとする1885年以降の統計を基準にし，他の諸統計を加工してそれにあわせてい




壷化が問題であるかぎり j 使用にたえるJ(lbld.， s.380， Anm.)と注記している。
29) Ibid.. 55. 414， 417-418 
3U') Ibid.. S. 431 























31) Ibid" S， 433 
32) 松岡保j ナロー ドニキのロシア資本主義論，桑原武主婦「プJレジョワ革命の比較研究J，563べ
ジー以下，育原事助，蓄積論における古典と近代 (1)，r商業論集J33巷4号， 156-151ページ;
田中真暗， 189C年代論争にあらわれたロシア資本主義論の類型 。)， r経済論叢J95巻1号， 21 
22ベー ジ，を善照。
33) E. ).(eMe町田'B，c]?a6p皿 a，lITCl回a)l;aeT RaceJIemno n 'lTCl OHa y Rero 6epeT， 1897 
34) Tugan-Baranowsky. ot. cit.， s.521 
35) Ibid.， S. 524 
44 (346) 第 96巷第5号










て注意すべきはつぎの点であるD 第 1に， I工場制生産の増大とともに，残存
クスターリ企業においては生産の集中化ではなくて，反対に生産の分散化がお











36) Ibid.. s. 533 




とLづ指摘は， トゥガγの得意の論点のひとつである。 Vgl.ibid.. S. 577 f. 



















38) Ibilt" S. 490 f トゥガゾは紡績業においては皆働日の短縮が生産物の品質向上をもたら1.-.
織物業においては 時間当り生産量のいちじるしし、増大をもたらしたとし、う報告をかかげて鳥、るか









グ的段階に進むと左を展望し 意欲してし倍。 Ibid"s. 438 f とくに S.461宣 なお，ベテ
Jレ(およびロシア領ポ ランド)封モスクワの対立への注目はストル ヴェおよびシュルツェ・
ゲーファニッツにもみられる Vg-LP. Struve， Arbeiterschutzgesetzgebung und Gewer 
belnspektion". Cenl1'alblatt fu'l' Sozialpolitik. IV. J g.， 1895， 58. 45-46; Schulze-Gaver 
nitz， Volkswirtschαiftliche 5μJ，dien aus Russland， 1899， 55. 125， 146f.， 163-170， 264 
